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一 

全
日
本
金
属
労
働
組
合
三
菱
電
機
神

分
会
の
組
合
員
藥
師
寺
外
三
名
は
、
一
月
十
八
日
ガ
ラ
ス
四
枚
を
破
損
し
た
と

の
理
由
で
兵
庫
警
察
署
に
検
挙
さ
れ
て
い
る
。
分
会
幹
部
と
警
察
と
の
交
渉
の
結
果
、
警
察
側
は
「
逮
捕
の
理
由
は
不
法

監
禁
や
暴
力
行
為
で
は
な
く
、
器
物
破
損
で
あ
る
。
」
と
回
答
し
て
い
る
が
、
壞
わ
れ
た
の
は
窓
の
扉
の
ガ
ラ
ス
四
枚
と

ベ
ニ
ヤ
板
の
衝
立
が
倒
れ
て
穴
が
開
い
た
以
外
の
損
害
は
な
い
。
し
か
も
逮
捕
の
際
、
疊
の
下
ま
で
家
宅
捜
索
を
行
つ
て

い
る
。 

二 

ガ
ラ
ス
そ
の
他
が
破
損
す
る
に
至
つ
た
経
過
は 

一
月
十
一
日
晝
食
時
間
機
械
工
場
そ
の
他
の
組
合
員
約
百
名
が
、
三
菱
電
機
神

製
作
所
本
館
二
階
の
所
長
室
前
廊
下
に

集
つ
て
、
分
会
執
行
委
員
と
と
も
に
、
か
ね
て
懸
案
に
な
つ
て
い
る
職
階
制
反
対
の
争
議
で
集
団
欠
勤
の
十
六
名
の
出
勤

停
止
処
分
を
撤
回
す
る
要
求
と
賃
金
前
借
の
陳
情
と
を
所
長
と
交
渉
し
よ
う
と
し
て
会
社
側
に
拒
否
さ
れ
た
。
こ
の
会
社

側
の
行
為
に
憤
慨
し
て
午
後
二
時
頃
は
千
数
百
名
の
組
合
員
が
本
館
の
内
外
で
喚
声
や
ら
労
働
歌
で
気
勢
を
あ
げ
た
が
、 
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菱
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庫
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圧
に
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す
る
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四 

こ
の
饗
応
の
後
で
十
八
日
早
朝
検
挙
が
行
わ
れ
、
会
社
は
こ
の
彈
圧
を
利
用
し
て
計
画
的
に
二
十
一
日
に
十
六
名
の
懲 

三 

当
時
よ
り
会
社
は
兵
庫
署
の
私
服
数
名(

本
人
が
名
乘
つ
て
い
る
。)

を
附
近
に
配
置
し
て
い
た
が
、
そ
の
直
後
、
蠣
田

所
長
以
下
会
社
幹
部
、
正
木
勤
労
課
長
等
が
警
察
と
組
合
の
彈
圧
に
つ
い
て
協
議
し
、
酒
食
を
饗
応
し
て
結
託
し
た
。
組

合
の
「
見
張
り
」
が
六
時
す
ぎ
酒
を
呑
ん
で
い
る
所
長
室
か
ら
二
名
の
私
服
が
出
て
、
兵
庫
署
四
五
番
の
自
動
車
で
立
ち
去

つ
た
こ
と
を
確
認
し
て
お
り
、
そ
の
直
後
会
社
側
と
面
接
し
た
交
渉
委
員
は
、
会
社
幹
部
が
め
い
て
い
し
、
特
に
三
谷
副

長
は
頭
を
か
か
え
て
席
に
堪
え
ぬ
ほ
ど
酔
つ
て
い
た
。 

、
、
、

四
時
す
ぎ
に
執
行
部
の
靜
止
に
よ
つ
て
労
働
者
は
一
応
解
散
し
て
職
場
に
帰
つ
た
。
し
か
し
こ
の
間
、
所
長
室
前
の
廊
下

で
最
前
方
に
い
た
者
が
後
方
か
ら
強
く
押
さ
れ
た
た
め
、
肩
、
肘
が
所
長
室
扉
の
ガ
ラ
ス
に
あ
た
つ
て
、
こ
れ
が
破
れ
、

扉
が
開
い
た
た
め
前
方
へ
の
め
つ
た
者
が
ベ
ニ
ヤ
板
衝
立
の
上
に
倒
れ
か
か
り
、
ベ
ニ
ヤ
板
が
割
れ
た
。
こ
れ
ら
は
い
ず

れ
も
偶
然
の
結
果
で
あ
り
、
交
渉
委
員
以
外
は
所
長
室
に
入
室
し
な
い
よ
う
に
、
充
分
努
力
し
て
い
て
も
、
後
か
ら
押
さ

れ
て
避
け
得
な
か
つ
た
も
の
で
あ
る
。 

、 
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（
二
）
検
挙
に
際
し
、
家
宅
捜
索
を
行
つ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
職
権
濫
用
で
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

（
一
）
労
資
紛
争
中
に
偶
然
発
生
し
た
小
さ
な
事
故
を
理
由
に
直
ち
に
警
察
力
を
発
動
さ
せ
る
こ
と
は
、
結
果
に
お
い
て
労

働
組
合
を
彈
圧
し
、
資
本
家
を
助
け
る
こ
と
に
な
る
。
従
つ
て
か
か
る
場
合
の
処
置
は
紛
争
解
決
の
後
に
公

に
行
う

べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。 

二
十
二
日
は
日
曜
、
二
十
三
日
月
曜
以
降
兵
庫
署
は
、
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
つ
て
多
数
の
武
裝
警
官
を
出
動
さ
せ
て
、
会
社

側
と
一
体
に
な
つ
て
解
雇
通
告
者
の
入
場
阻
止
を
強
行
し
、
全
く
警
察
官
に
よ
る
労
働
運
動
の
非
民
主
的
な
脅
迫
と
彈
圧

と
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ガ
ラ
ス
を
壞
し
た
だ
け
の
理
由
で
逮
捕
す
る
の
に
、
疊
を
あ
げ
、
押
入
ま
で
ひ
つ
く
り
か
え
し
て

家
宅
捜
索
を
行
つ
て
い
る
。 

戒
解
雇
を
通
告
し
て
き
た
。
争
議
行
為
に
つ
い
て
か
よ
う
な
責
任
追
及
は
明
ら
か
に
不
当
労
働
行
為
で
あ
る
の
は
勿
論
で

あ
る
。 

右
の
事
実
に
基
き 

五 

 



（
六
）
以
上
総
括
し
て
み
る
に
、
か
か
る
行
為
は
極
東
委
員
会
の
日
本
労
働
組
合
に
関
す
る
十
六
原
則
に
違
反
す
る
も
の
で

あ
る
が
、
将
来
か
か
る
行
為
を
起
さ
ぬ
よ
う
当
局
は
い
か
な
る
措
置
を
と
ら
ん
と
す
る
か
。 

（
五
）
解
雇
通
告
者
の
入
場
を
警
察
力
に
よ
つ
て
阻
止
し
て
い
る
が
、
労
資
紛
争
中
で
解
雇
の
正
当
性
も
立
証
さ
れ
な
い
時

に
、
か
か
る
行
為
に
出
る
こ
と
は
明
ら
か
に
違
法
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
こ
れ
に
対
す
る
政
府
の
処
置
如
何
。 

（
四
）
争
議
中
一
方
の
当
事
者
た
る
会
社
と
警
察
が
会
食
し
た
事
実
は
重
大
な
と
く
職
行
為
で
あ
り
、
嚴
重
に
処
罰
す
べ
き

で
あ
る
と
考
え
る
が
、
こ
れ
に
対
す
る
政
府
の
処
置
如
何
。 

、

（
三
）
事
前
に
私
服
警
官
を
数
名
派
遣
し
て
い
る
事
実
は
、
明
ら
か
に
事
件
を
挑
発
し
、
彈
圧
の
機
を
作
ら
ん
と
し
て
い
た

も
の
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

右
質
問
す
る
。 

、 
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